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私たちは 2003年度に「『人類の幸福に資する社会調査』の研究」に対し






























































2004年 3月 26日、私たちは COE シンポジウムの一環として一つのシ
ンポジウムを開いた。そのときの統一テーマを私たちは「社会学は歴史を
動かすか」とした。むろん、私たちは「歴史を動かしたい」と思ってのこ
とであった。学問に実践への貢献を期待すること自体は珍しいことではな
い。しかし、私たちの COE プログラムはとくにそうした志向性が強い。
最終的にはソーシャル・サイエンス・ショップ（S キューブ）を立ち上げ
て市民・行政から持ち込まれる（あるいは、私たち自身が持ち込む）さま
ざまな問題の解決のための政策提言をし、しかもその実現を見届けるため
の追尾も行ないたい。
本誌の創刊によって、「人類の幸福」という大目的が微分的にであれ確
実に実現することを目指したい。
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